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新知見紹介

ヘビギンポ科クロマスク属 2種 轟売ag″物 滋
`ル

α″

と二
“
ωわ

“
の標準和名と学名,および前者の

北限記録の更新と標徴に関する新知見

Assessment of standard Japanese names oftwo tripleflns,

ル たag″″″α滋
`Jli4α

″and鳳
“
ωわ

“
(Tripterygiidae),

with the northernmost record and newly― recognized

diagnostic characters of正二J“εJli4α ″α

本報告では, 日本産ヘビギンポ科クロマスク属の2種

巌た電″
““

αJ“ε′J″α″ と″ ′θsJθ4に適用すべ き標準和

名の再検討を行った.ま た両種の婚姻色を呈 した雄の体

色を,水中写真に基づき比較 した.さ らに,I Jκε′ブ刀α″

の従来の分布の北限は琉球列島であったが,鹿児島県の

屋久島や薩摩半島で確認されたため,こ こに付記する.

本報告で用いた標本は,鹿児島大学総合研究博物館

(KALIM― I。)に保存されている。なお,属名 島セ′ε鋸隠
““

α

の性は研究者によって扱いが異なっていたが,williams

and Howe(2003)の 見解に従い,本報告では女性 として

扱 う.本報告で引用 した論文によっては ニセ′ε偲
“““

α

を中性 として扱っているが, ここでは混乱をさけるため

全て williams and Howc(2003)に 従って表記 した.財 )

鹿児島市水族館公社の山田守彦氏には貴重な写真 (図

4)を 提供 して頂いた.こ こに感謝の意を表する.

吉野 (1984)は ,ク ロマスク属の1種 ル ′ε鋸
“““

αルs―

6"Jη′α H011eman,1982に 対 してヨゴレヘビギンポを新称

として提唱 し,本種が伊豆諸島以南の南 日本からイン

ド・西太平洋域に分布するとした.そ の後,林 (1993)

は吉野 (1984)が報告 した和名 と分布 を踏襲 し,藍澤

(1997)は 小笠原諸島を本種の分布域に加えて解説 した.

下條・林 (2000)は 日本産ヘビギンポ科の再検討を行い
,

下顎中央の感覚管開孔数が 2イ固であることと頭部や体に

縦縞がないことの組み合わせによってヨゴレヘビギンポ

″ルSCυ J44α を日本産同属他種から区別 した.林 (2000)

とHayashi(2002)は ,上述の2形質に加え,「雄の生時に

吻部と眼下に明瞭な縦線がある」ことを本種の特徴 とし

て記載 し,Hayashi(2002)は本種の日本国内における分

布を「伊豆諸島から琉球列島の大平洋岸」 とした.

一方,Williams and McCormick(1990)は フイリピンと

台湾から得られた標本に基づき新種″ 乃αbθ″αを記載 し

た.沖 縄県栗 国島 をタイプ産地 とす る ″ Jηε′Jηα′α

(Fowier,1946)は ,従 来 ″ カタ漁θηJ(Jordan and Seale,

1906)の 新参 シノニム と考 え られていたが (Hansen,

1986), Fricke(1997)や Williams and Howc(2003)に よっ

て有効種と認められ,I力αbθ4α の古参シノニムとされ

た.ま た,williams and Howe(2003)は ,従来インド・

西太平洋域 に広 く分布すると考えられていた ″ ルS―

θ″ Jκ″α (例 えば ,吉 野 ,1984;林 ,1993,2000;
Hayashi,2002)が 西インド洋の固有種であることを明ら

かにし,日 本に分布する種を新種 ″ κθsJθηとして記載

した.したがって,繁殖期の雄で上唇前方から眼富下縁

を経て前鰊蓋骨に達する青い縦線を有するクロマスク属

(=″ ルsc"Jκ′α類似種群 ;sensu Wnliams and Howe,

2003)は , 日本に″ J“ε′J″α′αと″
“
ωjθ4の 2種が分布

することになる.巌た。g″
““

αJ″ε′ブκα′αは琉球列島に分

布 し,下顎中央の感覚管開孔数が 5-104固 であること
,

第2背鰭棘数が普通 15本であること,第 1背鰭第 1棘基

底前方 に 1-2鱗 列 を有することによつて他の ″ ルs_

ε″ J″ηα類似種群全種 と識別される (Williams and Howe,

2003).巌7′ε鋸
“““

α″ωJθκは伊豆諸島,小笠原諸島お

よび高知から採集された標本に基づいて記載されており

(タ イプ産地 :三 宅島),下顎中央の感覚管開孔数が 2イ固

であること,第 2背鰭棘数が普通 14本であること,第 1

背鰭第 1棘基底前方に小鱗が 1対のパ ッチ状に分布する

ことによって他の ″ ルsc″ J“κα類似種群全種 と識別さ

れる (williams and Howe,2003).両 種はこれらの特徴か

ら容易に同定されるが,I J4εJJ″α′αの生時の婚姻色が報

告されていないため,体色 (水中写真)に よる両種の比

較はこれまで行われていない.

ヘビギンポ科の多 くの種で,各個体の生時の体色は周

辺環境や昼夜,お よび成長により著 しく変化するが,雄
の婚姻色 は種 内変異 の程度が低 い (MotOmura ct al。 ,

2005)。 日本産 ″ルsθυ j“

“
α類似種群のこれまでに報告

されている水中写真およびネット上で公開されている多

くの水中写真を精査 し,さ らに第2著者の数年間におよ

ぶ八丈島と屋久島における水中観察によって,雄の婚姻

色に明瞭な2型が認められた.伊豆諸島から高知にかけ

て分布する雄の婚姻色は,頭部の青い線より上部,体幹

部全域,お よび背鰭と尾鰭の基底部がオレンジ色で,体
側中央部に不明瞭な黒斑が多数並ぶことなどによって特

徴づけられる (図 1).こ れらの色彩的特長は I″θsJθ′

の原記載 に使用 されたカラー写真 とよ く一致す る

(Williams and Howe,2003:ng。 15).一 方,日 本国内では

鹿児島県薩摩半島坊津から琉球列島西表島にかけて分

布する雄の婚姻色は,青い線より上の頭部のみがオレン

ジ色で,体幹部全域および全ての鰭全域が黒色を呈 し,

体側中央部に不明瞭な水色の斑点が散在することなどに
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図 1.ヨ ゴレヘビギンポ巌た鋸
“““

α κωJθ

“
の婚姻色を

呈する雄.伊豆諸島八丈島底土 (原 崎 森撮影).頭
部上半分,体幹部,お よび背鰭 と尾鰭の基底が同色

(オ レンジ色 ).

図2.ア ヤヘビギンポル ′θ偲%“
“
α JκεJJκα″αの婚姻色を

呈する雄.鹿児島県屋久島吉田 (原 崎 森撮影).頭
部上半分のみオレンジ色.体幹部および各鰭全域が黒

色.青斑点が体幹部に散在 .

よって特徴づけられる (図 2).こ れらの色彩的特長をも

った1個体 (KAUM― I。 34,標準体長45.Omm,水深 3m,

原崎 森採集,2006年 1月 20日 )を 屋久島北部の一湊

で採集 し,精査 した結果,下顎中央の感覚管開孔数が 8

個であること,第 2背鰭棘数が 15本であること,第 1背

鰭第 1棘基底前方に1鱗列を有することによつて″ Jκθ′J_

4αたに同定された.したがって,伊豆から四国にかけて

分布 し体幹部 と鰭の基底部がオレンジ色を呈する種は

三 4θsJθκであり,鹿児島から琉球列島に分布 し体幹部

と鰭全域が黒色を呈する種は ″ J“θ′J4α″ であると考え

られる.藍澤 (1997:560)が ヨゴレヘビギンポ ″ ルs_

ε

"Jκ

καとして報告 した写真 “ヨゴレヘビギンポ4cm.

[西表島,8m,矢野]"は ″ Jηε′J4α″ であり,“ ヨゴレ

ヘビギンポ5cm.[高 知県大月町,2m,岡田]"は I κθ―

sJθんである.ただし,藍澤 (1997)の 写真の I J4ε′J4α′α

は通常色 と婚姻色の中間で,完全な婚姻色を呈 している

個体ではない.益田・小林 (1994:309)力薄反告 した写真

“①ヨゴレヘビギンポ″ルsθυJ4κα"と “③アヤヘビギ

ンポ″ θ〃Jο′J"は両方とも婚姻色を呈した雄の″ κωJθ

“
である.

吉野 (1984)の 新標準和名ヨゴレヘビギンポは,記載

や分布域から判断すると,明 らかに互 Jηε′J4αたと″ κθ_

sJο刀の両種を混同したものに対して提唱されている.し

かし,こ の標準和名提唱時に用いられた婚姻色を呈する

雄の写真 (pl.376,■ go D)は ,その体色から″ κωjθ

“
と同

定される.ま た,下條・林 (2000),林 (2000),お よび

Hayashi(2002)は ,下顎中央の感覚管開孔数が2イ固であ

るものをヨゴレヘビギンポ″ルsc"Jκ
“
αとしていること

から,標準和名ヨゴレヘビギンポは I“ωjθκに対して

適用することが妥当であると思われる.

松原 (1955)は Zリブあわ′θ刀
“
jtts“αr“θ″協s Js乃むαわθκSJS

Aoyagi,1954に 対し新和名アヤヘビギンポを提唱した.

益田ほか (1975)は 五酵′ε磐″
““

α Sp.2に 対し仮称ベニモ

ンヘビギンポを提唱した.その後,吉野 (1984)は 二.“ .

おれν″θκSJSと 巌たοg″
““

α sp。 2を同種と考え,「アヤ

ヘビギンポ (ベ ニモンヘビギンポ)五酵′θttz“
“
αθ′′Jθ′J」

と し て 報 告 し た .一 方 ,Hayashi(1995)は 二.“。 JSttJ―

rわθ
“
sお を タイプ標 本 (YCM‥P31283,標 準 体 長

46.7mm)の調査に基づき,林 (1993)の カスリヘビギン

ポ 正セ′εttz“
“
α Sp。 と同種であると考 えた.そ の後 ,

Fricke(1997)や HayaShi(2002)は ,林 (1993)の カスリヘ

ビギンポ 〃グθqζ″
““

α Sp.を こた′α χθ
“
磐κ

““
夕S H011e―

man,1993と 同定 した。さらに,Fricke(1997)は タイプ

を含めた検討をせずに 二.“。お力

`gα

ttθκSJsを ″ Jttε ′J“α″

の新参シノニムとし,I Jκθ′J4α′αの日本名をアヤヘビギ

ンポとした.下條・林 (2000)は Fricke(1997)に 従い,下

顎中央の感覚管開孔数が 5-10イ固であるものをアヤヘビ

ギンポ″ Jκε′Jκα′αとした.しかし,林 (2000)と Hayashi

(2002)は アヤヘビギンポの学名を″ θ′′jθ′J(Herre,1944)

とした.こ れは,ア ヤヘビギンポが″ Jκε′jκα″であると

報告 した Fricke(1997)や 下條・林 (2000)よ り前に出版

された林 (1993)で使用されていたアヤヘビギンポ″ θ〃J_

θ′プをそのまま踏襲 してしまったために生 じたミスである

と思われる.本当の″ θ〃Jθ′Jは インドとスリランカの固

有種であり,従来 ″ θ′′Jθ′Jと 同定されていた琉球列島

を含む西太平洋域に分布する種は未記載種である (Ran―

dall,2005).こ の未記載種は下顎中央の感覚管開孔数が

1個であるため (Randall,2005),感 覚管開孔数が 5-10イ固

とした林 (2000)や Ha/yashi(2002)の アヤヘビギンポは明

らかにこの未記載種ではなく,I Jκ c′ Jκα″である.こ れ

らの経緯から,Z.“。お乃

`gα

″θηSお の分類学的検討は今後

の課題であるが,和名アヤヘビギンポがすでに 互 J“ε′J―

4α″ に対 して用いられていること (Fricke,1997;下 條・

林,2000), 日本魚類学会標準和名検討委員会から原則

として「日本産魚類検索 :全種の同定,第二版」 (ヘ ビ

ギンポ科は林,2000に よる)を標準和名の起点とする答

申があり,林 (2000)の アヤヘビギンポ互 θ〃Jθ′Jは H J4_
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図3.ア ヤヘビギンポ 島たた磐隠
““

α Jηε′J“α″.KALIM¨ I。

34,標準体長45.Omm,鹿 児島県屋久島一湊,原 崎森 ,

2006年 1月 20日 (本村浩之撮影).

ε′jκα″であることから,和名の安定性および変更に伴 う

混乱を避けるために,標準和名アヤヘビギンポは ″ j4_

c′ Jκα′αに対 して適用することが妥当であると判断した.

なお,林 (1993,2000)と Hayashi(2002)は ,ア ヤヘビギ

ンポの側線有孔鱗数を70枚 としているが,こ れはヘビギ

ンポ科では考えられない数である (例 えば,I Jκε′ブ4α
`α

では26-35枚 ;Williams and Howe,2003).お そらく,松

原 (1955)の アヤヘビギンポ Z。

“
。Js力な力θ4Sお が「縦列

鱗数およそ70枚」 と記載されているところから誤って

「側線有孔鱗数が70枚」 としたものと思われる.ま た
,

林 (2000)と Hayashi(2002)は 「アヤヘビギンポの頭部に

は明瞭な縦線がない」 としているが,こ れは縦縞が消失

した標本を観察 したためと思われる.

Fricke(1997)は 林 (1993)の ″ θ′′Jθ′Jを 〃αθ%″
““

α

sp.7と した。このsp.7は Randall(2005)の 〃αθοg″
““

α

sp。 と同種 であ り,下顎 中央の感覚管 開孔数が 14固

(Fricke,1997;Randall,2005)で あるため,感覚管開孔数

が5-10個 である林 (1993)の ″ θ′′Jθ′Jは Fricke(1997)の

巌ζ′εttz“
“
α Sp.7で はない.松原 (1955)は ,「体に斜後

下方に傾いた8条 の暗褐色の横帯がある」種を ル″θ7-

gJθκ Jκε′Jκα′
"s(=″

Jκθ′Jκα′α)と し,ナナメヘビギンポを

新称 として提唱 した.しかし,現在この特徴をもつ種は

I ttαttθκJと されていること,和名は学名ではなく種の

実体に対応することから,下條・林 (2000),林 (2000)

やHayashi(2002)ら の措置 (ナ ナメヘビギンポの I力αみ

sθ″jへの適用)は正 しい.

アヤヘビギンポ ″ Jηε′J4α′αは従来琉球列島が分布の

北限であるとされていたが (Williams and Howe,2003),

第2著者の水中観察によつて鹿児島県の屋久島でも繁殖

行動を行っていることが明らかになった.屋久島一湊か

ら得 られた標本 (KALIM… I。 34,標 準体長45.Omm;図

3)は ,アヤヘビギンポの標本に基づ く北限記録である.

また,鹿児島県薩摩半島の坊津でアヤヘビギンポと同定

される魚が撮影された (図 4).ア ヤヘビギンポとヨゴレ

ヘビギンポの分布の境界線がどこにあるのか,あ るいは

両種が共存 している場所があるのかを明らかにするため

に,宮崎県と大分県での今後の調査が期待される.

図4.ア ヤヘビギンポ 五セ′ε磐″
““

α Jηε′j″α″.鹿児島県

薩摩半島坊津 (山 田守彦撮影).
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益田 一さんの思い出

Memories ofML Httime Masuda(1921-2005)

2005年 12月 8日 ,本会名誉会員の益田 一さんが ,

療養先だった熱海のケアホテルで逝去されました.享年

84歳でした.ご親族の方のお話では,春からずっと体調

もよく,お元気に過ごされており,前 日も親戚の方と他

愛もない馬鹿話をするなど,いつもとまったく変わらな

いご様子だったとのこと.最近の益田さんは朝食後に一

眠りされるのが常だったそうで,その日はあろうことか

そのまま脳梗塞で帰らぬ人となられたそうです.本人は

まだ逝ってしまったことに気がついていないんじゃない

かなと,お通夜の席でご親族の方から冗談がでるほど安

らかに旅立たれたと伺いました。

この年の3月 10日 頃だったと思いますが,益田さんか

ら一本の電話がかかってきました.前月より体調を崩さ

れて入院し,退院したばかりであると伺っていたので
,

外来魚問題に振 り回されて編集が大幅に遅れていた

I.0.PD市 ing News(伊豆海洋公園通信)(以下,IOPニ
ュース)の ことでお叱りを受けるのかなと思いきや,今
後のことでいろいろ相談したいことがあるのですぐに来

いという電話でした。3月 16日 に会社の事務所を兼ねて

いる伊東市八幡野のご自宅をお訪ねすると,出迎えてい

ただいた娘の安規子さんが玄関先で「父はすつかり変わ

ってしまったので驚かないでくださいね」とおっしゃら

れ, リビングに通されました.隣室のベッドから起きて

こられた益田さんは,以前の面影はなく,ひ どく痩せて

小さく見え,腰掛けているのもつらそうでした.ただ
,

日だけは鋭く光り,何か覚悟があることを直感的に感じ

ることができました。

益田さんは挨拶もそこそこに「今回ばかりはもうだめ

だ。明日死んでもおかしくない状態.海洋公園のダイビ

ング事業もすべて手を引いた。IOPニ ュースは会社の事

業としてはもう発行できないが,き りを付けるのにしば

らく続ける必要があるなら資金はなんとかする.どうす

るかこの場で決めてくれ」と矢継ぎ早におっしゃられた

のです.私は益田さんのただならぬ様子に圧倒され
,

「これを機にすつぱりやめましょう」 と返すのが精一杯

motomura@kaum.kagoshima‐ u.acjp;原崎 森 Shigeru

Harazaki:〒 891-4205 鹿児島県熊毛郡上屋久町宮之

7甫 1559-1 森 と海  e_mail:info@mori¨ umionet;瀬 能

宏 HirOshi Senou:〒 250-0031 神奈川県小田原市入

生田499 神奈川県立生命の星・地球博物館 e_mail:

senou@nhokanagawaw¨ muscumjp)

でした.そ して海洋公園に所蔵されていた標本類につい

ても,一週間後にすべて私が所属する博物館に移管する

ことが決定されたのです.長 きにわたって心血を注ぎ,

積み重ねてきたことに終焉の決断を下す経営者益田 一

の凄みを感じた瞬間でした.その直後,「IOPニ ュースの

発行をこれまで継続できたのは瀬能くんのおかげ,あ り

がとう」と言っていただいた時には打って変わって穏や

かな目をされていたのが印象的でした。

私が益田さんに初めてお会いしたのは1983年 5月 半ば

のことでした.同年4月 に琉球大学大学院の修士課程に

入学したばかりでしたが,指導教官の吉野哲夫先生から

益田さんが沖縄の魚を撮影に来るから採集をお手伝いす

るようにと命じられたのです.こ の頃の益田さんは「日

本産魚類大図鑑」 (東海大学出版会,1984年 )の制作の

ための取材に全国を飛び回つておられ,世界最大規模の

図鑑の出版を実現させるべく燃えに燃えていた時期では

なかったかと思います.私 も魚さえ採集していればハッ

ピーでしたし,修士論文の材料となるボラ科魚類の標本

を集める目的もあったので,二つ返事で益田さんのお手

伝いをすることになりました.こ の時は5月 下旬から6

月上旬にかけて石垣島と西表島で採集を行いました.益

田さんには助手として小野篤司さんが同行されており,

益田さんらが海へ行っている間,私 と小野さんがマング

ローブなどを中心に川を回り,多 くの未記載種や日本初

記録種の魚類を採集することができました.こ の大図鑑

の企画は, 日本産の魚類全種をカラーの標本写真付きで

掲載するというものだったので,ち ょうど追い込みにか

かっていたこともあり,同年の9月 上・中旬には再び八

重山で採集を行い, さらに10月 の中旬からH月 下旬に

かけては九州をぐるりと一周して採集して回るという強

行軍でした.こ の年の3回 にわたる採集旅行に同行でき

たことは,私 にしてみれば図鑑作りの裏側を垣間見たよ

うで実に印象深く,貴重な体験でした.今日ではあたり

まえのように行われている採集から撮影までの一連の作

業をプロのレベルで知ることができたのもこの時の収穫

でした。

当時の益田さんは,「ステーキ」を年不相応にもりも

り食べる大食漢,「 ダバコ」を立て続けに吸うヘビース

モーカー,そ して「砂糖をたっぷり入れたコーヒー」を

何杯もお代わりしながら何時間でも魚の話に興じる気さ
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図 1.益田氏が日本産魚類大図鑑の取材を行っていた時期の手帳。1982(左 )年 と1983年 (右).氏は

62歳の誕生日 (1982年 6月 18日 なので実際には61歳 ;62歳 の時には東京におられた)に西表島のマン

グローブで “だぼはぜ"を追いかけていたと雑誌のインタビューに答えているが,沖縄島で魚市場回り
をされていたことがわかる.西表島での取材はこの少し前のことで,マ ングローブの泥の中に潜む “だ

ぼはぜ"の美 しさが余程印象深かったのか,氏の記憶を混乱させていたようだ.

くな先生という印象でした.益田さんは大柄ですが一滴

もお酒を嗜まれず,甘いものが大好 きな方でしたが,益
田さんの祖父の兄にあたる益田鈍翁 (本名益田 孝 ;

三井財閥を作 り上げ,千利休以来の茶人と呼ばれ,希
代の古美術コレクターでもあった人物)も そうだったと

言いますから血は争えません (た だし,若い頃に横須賀

でバンドを組んでおられた時にはかなり飲まれていたと

いう情報がありますが・…
)。 益田さんのヘビースモーカ

ーぶりは相当なもので,明仁殿下 (現天皇陛下)と の会

談の際に,同行 した荒賀忠一先生や吉野先生らも同様

にタバコを切らさない方々だったため,侍従の方が慌て

て窓を開けたという逸話があるほどです.当時の私は益

田さんが三井財閥の末裔らしいということしか存 じ上げ

ませんでしたし,私 自身がスキューバダイビングの世界

とはまだ無縁だったこともあって,当然のことながら実

業家としての益田さんの素顔を知る由もありませんでし

た。

益田さんは生涯に多 くの出版物を手がけられました

が,中 でも「魚類図鑑 :南 日本の沿岸魚」 (東海大学出

版会,1975年 )と 上述の「日本産魚類大図鑑」 は特筆

に値するものです.前者は益田さんを筆頭に荒賀先生と

吉野先生の3人の共同著作で,益田さんは図鑑に使用す

る魚の標本写真の大半を提供されました.こ の本は益田

さんにとって初めての本格的な専門書であり,こ の分野

における益田さんの地位を確固とするものではなかった

かと思います.な にしろ1252種 もの魚類をカラーの標本

写真で紹介 し,そ のうち新種や未記載種, 日本初記録

種がなんと151種 も含まれているというのですから当然

と言えるでしょう.しかも図版のデザインや解説の英文

と和文の文字色の使い分けも斬新で格好がよく,一 目見

て欲 しくなる本でした.多 くの研究者が日本の海には未

開の荒野が広がっており,その開拓のためにはスキュー

バダイビングの技術,そ して展鰭された標本と生鮮時の

色彩を記録 した写真が必要不可欠であることを思い知ら

されたのもこの本だったのではないでしょうか.こ のよ

うな図鑑の出版は当時としては画期的なことであり,ビ
シヨップ博物館のランドール博士にも驚きと賞賛を持っ

て迎えられたと聞き及んでいます .

「南日本の沿岸魚」が足がかりとなり完成 した「日本

産魚類大図鑑」は,益 田さんにとって集大成とも言うべ

きもので,益田さんが筆頭編者として参加されていなけ

れば実現不可能な出版企画で した。 日本産の魚類全種

を収録するためには多 くの研究者が執筆することになり

ますが,良 くも悪 くも研究の世界には派閥やなわばり意

識みたいなものがあります。「あいつが参加 しているなら

俺は協力できない」 とか,「 あいつの弟子が著者になる
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なら俺の弟子も入れろ」などと勝手なことばかりいう研

究者がいるのではないかと大いに心配されたのです.そ

こで,「 じゃあ,あ の先生にお願いする分については益

田さんに行ってもらいましょう」となるわけです.先 に

述べたように私はまだ大学院生になったばかりの頃で
,

魚類学会の裏事情などよく知りませんでしたが,そんな

話を何度も耳にした記憶があります.実際,益田さんの

人間的魅力は半端でなく,行 く先々で誰とでもすぐに仲

良くなってしまい,ご自身の人脈に取り込んでしまわれ

る能力には本当に驚かされました。

「日本産魚類大図鑑」ほどの図鑑になると,掲載され

る写真もおびただしい数になります.手元にけっこうな

数の写真をストックしている研究者もおられたようです

が,研究対象が絞り込まれていて網羅的でなかったり,

処理しやすい小さな魚がほとんどで,魚市場に水揚げさ

れる大きな魚,つ まり食用となる普通の魚については大

部分を新たに撮影する必要性があったようです。益田さ

んが取材で沖縄に来られた際,八重山行きの合間に沖縄

本島の魚市場も毎朝のように回られていましたが,ハ タ

のように大きくて高価な魚をすべて購入してくるわけに

もいきません.そ こでどうするかというと,競 りにかか

る前の魚をトロ箱から引っ張り出して発泡スチロールの

板の上に載せ,短いはりすを付けた釣り針を鰭の裏側に

引っかけて引っ張ることで鰭を立て,その状態のままは

りすの先に作った小さな輪っかを画鋲で板に留めるので

す.背鰭2箇所と腹鰭,臀鰭をこの方法で引っ張れば
,

売り物の魚に傷をつけることなくバックを自く処理して

撮影することができます.益田さんはこの方法で魚市場

の魚の写真を片っ端から撮影されていました.ただ,い
くら魚に傷を付けないとは言え,普通の人だったら初対

面で許可されるはずもなく,益田さんならではの撮影術

だったと思います.ち なみに件の図鑑には,こ の時の釣

り針が残ったまま切 り抜かれて掲載されている写真がい

くつかあることを付記しておきましょう。

1990年 4月 ,学位は取れたものの行く当てのないまま

だった私は,一大決心をして益田さんの会社でお世話に

なることになりました.私 と益田さんの関係は,こ の時

から社員と社長になったのです。当時,バブル経済の余

韻がまだ残っており,伊豆海洋公園にダイバーが集う海

洋文化の情報発信基地を作って様々な事業を展開する.

その中で魚の研究や図鑑の出版なども行っていくという

計画が進行していました.そんな話を益田さんは品川の

ホテルで夕食を取りながら私にしてくださいました.そ

れならばぜひ私を雇っていただけないだろうかというよ

うなことをその場でお願いしたように思います.と にか

く行き先が決まったことで,慌ただしく東京を離れるこ

とになったのです.伊豆海洋公園ダイビングセンターは
,

当時は (株)伊豆センチュリーパークの事業所で,益田

海洋プロダクションがその運営を委託されていました.

ここで過ごした3年半の間に,私 は経営者としての益田

さんを知るところとなりました.外からは派手で楽しそ

うに見えていた研究活動や出版活動ですが,益田さんは

それらを趣味や道楽の延長ではなく,すべては会社の事

業として位置づけておられたのです。

益田さんがなぜ海に魅せられ,ス キューバダイビング

の世界に傾倒していったのか,それは海中世界の美しさ

に対する感動はもちろんのこと,未知のものへのあこが

れや探求心にあつたことは間違いありません.その一端

は,畑 正憲氏との共著「日本の海洋動物 :深海90m
まで」 (学習研究社,1969年 ),岡田弥一郎氏が監修し

た「続日本の海洋動物 :南 海の生態」 (学習研究社 ,

1970年 ),そ して阿部宗明氏との共著「日本列島の魚」

(毎 日新聞社,1972年 )と いった初期の著作から窺い知

ることができます.特に,「 日本の海洋動物」に畑氏が

寄稿されている「海をかたる:海底探訪記」は,黎明期

の海洋公園でどのようなダイビングが行われていたのか

が詳述されており興味深いものです.しかしながら,そ
れで飯が食えるのかと言えば,そ う簡単にはいきません.

中でも図鑑のような出版活動は,業績として評価される

一方で,それだけではきわめてコストパフォーマンスの

低い仕事です.ま してやターゲットとなる研究者やアク

アリストの数などたかが知れており,作っても売れなけ

ればそれは自己満足に過ぎず,趣味や道楽と言われてし

まいます.

益田さんのとった行動は明快でした.レジャーダイビ

ングの目的を「潜水技術の探求」や「海中散策」から,

生物を観察する「フィッシュウォッチング」に変えてし

まったのです.ラ イセンスを取ったダイバーは最初こそ

スキルを磨いたり,海中での浮遊感などに満足してリピ

ートするが,ある程度のレベルに達すると目的意識を失

いドロップアウトしてしまう.だが自分のこれまでの経

験から明らかなことは,生物の世界は限りなく奥が深 く,

極めることは困難である.な らば生物の観察をダイビン

グの目的にすれば,ダイバーをいつまでもつなぎ止める

ことができるだろう.益田さんは社員はもとより,会社

を訪れる業界の方々にご自身の考えをいつも力説されて

いました.こ れが見事に功を奏して,器財メーカーから

出版社,ダ イビングショップ, リゾートに至るまで,業

界をあげて「フィッシュウォッチング」が合い言葉にな

りました.も ちろん出版事業だけで生活が成り立つほど

甘い世界ではありませんが,少 なくとも魚類の採集や研

究を趣味や道楽ではなく,事業の一部として位置づける

ためのマーケット作りに成功したのです.趣味を押し通

すために世の中を曲げてしまったとも言えますが,こ ん

なことができる人は魚類学の世界にはいませんし,やは

り超一流の経営者であり,だれもが好感を抱くカリスマ

性を兼ね備えていた益田さんだからこその仕業でしょう。

フイッシュウォッチングと関連して益田さんが力を注

いだ事業にЮPニ ュースの出版がありました.益田さん

は学術の世界との関わりにおいて, ご自身は一歩引き,
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専門の研究者を前に立てることを常 とされてきました.

筆頭著者となっている「南日本の沿岸魚」でさえ,種の

解説は荒賀,吉野両先生が担当されたことは同書の序文

にあるとおりです.ご自身が著者となられた図鑑やガイ

ドブックは,いずれも専門書というよりはダイバー向け

の普及図書でした.その意味で,IOPニ ュースは益田さ

んが学術の世界へ本格的参入を目指 した初めての試みで

はなかったかと思います.創刊当初,益田さんはレジャ

ーダイバーの視点を重視 した広報誌的内容を目指 してお

られましたが,私が編集を引き継いでからは方針転換 し

て研究者 も必要とする情報を掲載するようになりまし

た。海洋文化の情報発信基地が行う事業としてふさわし

いとの見方もあり,当時としてはこの冊子にかける期待

も大きかったと記憶 しています.生物の研究にはお金が

かかるしさっばり儲からないけれども,自 力で研究成果

を公表 し,それが会社のイメージアップにつなが り,つ
いでに多少なりとも利益が出るならと,考えておられた

のかも知れません。

私は1991年 3月 に発行されたVol.2,No 4以 降,廃刊

になるまでIoPニ ュースの編集をさせていただきました

が,当初はあの手この手である程度の読者を確保できた

ものの,時が経つにつれて一部の研究者や熱心なダイバ

ーからの高い評価 とは裏腹に販売部数は減る一方だった

ようです.も ちろんこれは営業の問題だけでなく,編集

を全面的に任されていた私にも責任があるわけですが ,

利益にならないことをするはずもない益田さんがなぜ打

ち切ることなく出版を継続されたのか,今となってはそ

の真意を聞 くことができなくなってしまいました.イ メ

ージアップのための広告宣伝費と考えるにはあまりにコ

ス トがかかりすぎる代物だったのです .

私は1993年 9月 をもって益田さんの会社を退社 しまし

たが, 自状すれば,当時,海洋公園を海洋文化の中心

基地に据える計画は,バブル経済の破綻 とともに雲散霧

消 しており,私 は当面の目標を見失っていました.親会

社が史上最大の負債を抱えて明日をも知れぬことが発

覚,益田さんはそんな状態でも堅実な経営手法でご自身

の会社に飛び火する前にその危機を乗 り越えられまし

た.その最中で海洋公園を去ることは,益田さんや当時

一緒に働いていた同僚を裏切ることになるという気持ち

が私の中にありました。ですから,IoPニ ユースだけは

退職後 もなんとかお手伝いさせて欲 しいと益田さんに願

い出たのです.振 り返れば,益 田さんが取 り組んできた

数々の事業の中で,こ れだけは儲からずに失敗 したと思

われていたのではないでしょうか.ただし,賛否両論 ,

功罪ある中で,「先達に聞 く」 (本誌,52巻 1号)の イン

タビューでは功の部分が多いともおっしゃっておられま

したので,お 金は使ったけれどもまあしゃあないかと
,

今頃苦虫を噛み潰 しておられるかも知れません。

晩年,益 田さんは愛弟子の小林安雅 さんと共著で

「日本産魚類生態大図鑑」 (東海大学出版会,1994年 )

を上梓されました.こ の本はそれまでに出版された普及

図書 とは明らかに趣向が異なりました。日本からは正式

に記録のない魚類や,初めて図示される成長段階など
,

オリジナルな内容が積極的に盛 り込まれたのです.生態

写真による図鑑のパイオニアとして,研究者との共同作

業からの脱皮を目指されたのかも知れません.こ れまで

のスタンスと明らかに異なる益田さんの方針に対 して
,

私は社員であることも顧みず,研究者としてその内容に

辛辣な意見を申し上げたりもしました.さ らに益田さん

は「海洋生物ガイドブック」 (東海大学出版会,1999年 )

においても海産無脊椎動物に多数の新和名を提唱するな

ど,こ こでもまた新 しい取 り組みをされています。レジ

ヤーダイバーには歓迎される一方で,こ のことが原因と

な り,一部の研究者 と軋礫が生 じたことも事実です。

IOPニ ユースの出版を継続された一方で,益田さんがど

のようなお考えの基にこれら2冊の本を世に送 り出され

たのか,今となっては知る由もありませんが,仕事が遅

く,何かと閉鎖的な日本の研究者への怒 りのメッセージ

だったのかも知れません。

不世出という形容がぴったりの益田さんですが,それ

は裏を返せばご自身の完全なる後継者がついに現れなか

ったということでもあります.人生のすべてをかけてき

たダイビング事業と海洋生物への取 り組みを,最後にす

べて精算されたことは,経営者として潔いと評価される

かも知れません.しかしながら,正直に,誤解を恐れず

に申し上げるならば,こ の点についてはきっと益田さん

は′とヽ残 りだったのではないかと私は思っています.で も

ご安心 ください,益田さん.海洋公園からは水中映像や

ダイビング,生物研究の世界で活躍する多 くのお弟子さ

んが育ちました.益田さんの遺志はそれぞれの分野で確

実に受け継がれていくことと思います.益田さんから見

れば皆頼 りないと思われるかも知れませんが,天上から

暖かく見守っていただければと思います。

最後になりましたが,魚類学はもとより海洋文化の進

歩と普及に偉大な足跡を残された益田さんのご冥福をお

祈 りいたします。
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会記・ Proceedings

2005年度第5回幹事会

日 時 :2005年 12月 1日  13:30-17:30

場 所 :北海道大学大学院水産科学研究院           7.
出席者 :西田,松浦,宗原,今村,矢部,甲斐

1。 会務報告 会長 :魚 類学会から2件 (た力のθ′昭Jεα′Rθ―

sθακ力の刊行助成,お よび研究成果公開促進費)の科学研

究費申請を行った旨報告があった。

会計 :学会事務センターから引き継いだ未収金について報

告があった.今年度末に雑損として精算することが提案さ

れ,了承された.ま た,2005年 度の魚類学雑誌の広告収入

が0円 であったため,会計幹事を責任者とする広告集めの

体制を作ることとなった.団体会員については,公費支払

いの都合上,4月 以降特別請求を行うことになった。

2005年度年会実行委員会より提出された資料をもとに,ウ
ェブ上での年会参加申込,振込用紙の送付方法,問い合わ

せの対応などについてのトラブルとその対処方法に関して

議論した.

後藤 晃自然保護委員長より,希少タナゴ類採集行為者の

入会希望への対処案について,状況説明と検討経過報告が

あった.今後,答 申にもとづき,評議委員会に諮ることに

なった。また,入会資格と審査についての細則改訂を今後

検討していくこととなった。

会長より2006年度学会業務委託契約書案について報告が

あり,内容について検討した。

会務報告の会員用ウェブページ公開が予定されているが,

これに伴い,パスワードの問い合わせが増加することが予

想されるので,パスワードの変更することとなった.た力
`″

_

οJagJθα′Rωθακ力53(1)発送時に新パスワードを記した折り

込み紙を入れ,4月 1日 より変更することで了承された。

2006年 1月 からの庶務幹事2名 と会計幹事2名 の交替に伴

い,1月 に幹事会を行って年間スケジュールの確認等を行

うこととなった.

その他 男女共同参画学協会連絡会への参加要請があり,

まずは採決権を持たない「オブザーバー学会」として参加

することを評議委員会へ諮った上で.進めることになった。

魚類学会から「魚の会」の簑島清夫氏へ贈呈する感謝状つ

いて,作成方法,贈呈方法などが論議された。

2006年度第 1回幹事会

日 時 三2006年 1月 H日 13:00-16:00

場 所 :京都大学フイールド科学教育研究センター

出席者 :松浦,西田,奥田,甲斐,波戸岡,北川

1.2006年 度より庶務幹事2名 ,会計幹事2名 が交代した。会

長より新メンバーに対して幹事会の運営に関する説明があ

った.

2。 2005年 度末に行われた電子情報委員会と国際文献印刷社

との会議について,庶務幹事より報告があり,年会メーリ

ングリストと年会申込のウェブ登録, システムに関する説

明がなされた。

3。 2006年度の学会運営に関わる年間行事予定が確認され,年

会に向けた準備日程表が作成された。

4。 魚類学雑誌の広告収入拡大に向けて,会計幹事を責任者と


